
 

「信州の仕事と暮らし」魅力発信事業委託業務仕様書（案） 

 

 本仕様書は、長野県（以下「県」という）が実施する令和６年度「信州の仕事と暮らし」

魅力発信事業業務を委託するにあたり、必要な事項を定めるものである。 

 

１ 趣旨 

 深刻な県内産業の人材不足の解消や「社会増減」をプラスに転じさせるため、都市部

在住の社会人等をターゲットとし、例年開催している「信州で暮らす、働くフェア」（フ

ェア概要は別添参照）に県内企業も参加し、ブースを出展して出会いの場を設けること

で、県内企業への就業を促進する。 

 

２ 委託期間 

 契約日から令和６年８月 30 日まで 

 

３ 業務内容 

 受託者は、「信州で暮らす、働くフェア」に関する以下の項目の業務を行うものとす

る。 

（１）広報による参加者募集（チラシ・パンフレット・会場内掲示物・受付票・特設ペー

ジ制作、ＳＮＳ広告等） 

（２）出展事業者募集 

（３）当日の会場運営 

（４）トークライブ内容提案、講師手配（仕事に関するテーマ） 

 

４ 業務内容の詳細 

 各項目の業務内容については以下のとおりとする。 

（１）広報による参加者募集 

・ SNS、チラシ、ポスター、メディア（新聞、テレビ、ラジオ）等の方法を用いて 

効率的かつ効果的な PR を行うこと。 

・ 出展する企業・自治体や、イベント当日のタイムスケジュール、会場図等、 

イベント内容がわかるような、ランディングページ（事前周知）とパンフレット 

（当日参加者に配布）を制作すること。 

  ・ ランディングページについては令和６年６月１日までに公開すること。 

  ・ イベント会場に掲示するブースサインや会場内案内パネルを制作すること。 

  ・ イベント来場者の情報を記入する複写式の受付票を制作すること。 

（２）出展事業者募集 

・ 県内企業・団体等（県内事業所による採用を実施している県外企業・団体等を 

含む）を広く募集すること。 

・ 応募が多数寄せられた場合は、地域・業種のバランスを考慮し、県と協議の上 

選定すること。 



 

・ 出展事業者の目安は 30 社程度とすること。 

（なお自治体（市町村や団体（広域連合等））の出展者は県が募集する。） 

・ 出展事業者に対して当日のスケジュール等について事前に共有し、質疑等の受付

のほか、フェア運営が円滑に進むよう事業者等との調整を行うこと。 

（３）フェアの運営 

・ 「信州で暮らす、働くフェア」の運営にあたり、会場設営・撤収、受付、来場者

の誘導等を円滑に行うために必要なスタッフを配置すること。なお、配置するスタ

ッフは、トラブルが発生した際に対応出来る能力を有する者とすること。 

・ スタッフの当日体調不良者発生時に予備要員を動員するなど、状況に応じて適宜

対応できる体制を構築すること。 

（４）トークライブ内容提案、講師手配（仕事に関するテーマ） 

  ・ 「信州で暮らす、働くフェア」当日に実施するトークライブについて、内容の提

案とその内容に適した講師の手配を行うこと。 

  ・ トークライブのテーマとしては、長野県で「働く」魅力を移住検討者に伝える 

ことが出来る内容とすること。 

（なお「暮らす」魅力を伝えるトークライブの講師手配等は県が行うこととする。） 

・ 講師については、イベントの趣旨を踏まえた人選を行い、提案すること。 

（５）その他共通事項 

・ 出展事業者等との調整を密に行い、必要に応じて担当者会議等を開催すること。 

・ フェアに出展する事業者、自治体及び来場者からからアンケートをとり、その内

容については、受託者からの提案とし、県の承認を得た上で実施すること。また、

アンケート結果等をまとめ、その結果を出展事業者等にフィードバックすること。 

・ 出展事業者に対する出展料は徴収しないものとすること。 

 

５ 事業目標 

・ 出展企業数：30 社程度 

・ 「信州で暮らす、働くフェア」来場者数：500 名以上 

 

６ 業務委託費の範囲 

業務委託費には、上記に関わる業務に必要な人件費、報償費、旅費、会場費、消耗

品費、備品購入費、企画立案費、広報費、送料、調査、打合せ業務等に要する経費を

含むこととする。その他事業に必要な経費については、県と協議の上決定するものと

する。 

 

７ 県への報告 

（１）事業実施計画書 

業務委託契約締結時に、事業実施計画書及び実施体制表（様式任意）を県に提出す

ること。 

なお、事業実施計画書等に変更がある場合は、あらかじめその内容について変更後



 

事業実施計画書等を添え県に協議すること。 

（２）業務完了報告 

受託者は、受託業務完了時に事業の成果を取りまとめた事業完了報告書（様式任意）

に事業実績報告書（様式任意）を添えて令和６年８月 30 日までに県へ提出するこ

と。 

 

８ 業務実施上の留意事項 

（１）受託者は、本事業を実施するにあたっては、善良なる管理者の注意をもって処理し、

その事業目的を達成するために効率的に運営すること。 

（２）受託者は本事業の趣旨への理解や利用の促進を図るため、関係機関、経済団体、労

働団体及び事業対象となる者への周知に努めること。 

（３）受託者は、本事業の実施にあたっては、信州暮らし推進課、労働雇用課及びその他

関係機関と連携を図りながら取り組むこと。 

（４）受託者は、本事業と関連性の高い県及びその他関係機関で実施する他事業との効果

的な連携を図ること。 

（５）受託者は、本事業の実施にあたっては、個人情報の保護や労働基準法、職業安定法、

最低賃金法その他関係法令の遵守を徹底するほか、危機管理意識に基づく健全かつ安

全な業務執行を図ること。 

（６）個人情報の保護（取得・保護・管理）については十分に注意し、流出・損失を生じ

させないこと。 

（７）本事業の実施上知り得た情報については、秘密を保持するとともに、契約目的以外

に使用してはならない。 

（８）本事業の実施に要した経費について、支出内容を証する関係書類を整備し、会計帳

簿とともに業務委託の完了した日の属する会計年度の終了後５年間、いつでも閲覧に

供することができるよう保管すること。 

（９）本事業の実施で得られた成果（著作物等）、情報（個人情報含む。）等については県

に帰属する。 

（10）Web 広告を実施する際には、広告価値を毀損する「ブランドセーフティ」、「アドフ

ラウド」、「ビューアビリティ」等についての対策を講じるよう努めること。 

また、広告価値を毀損する不適切なサイト等への広告掲載が確認された場合は、直

ちに県に報告するとともに、県の対応指示に従うこと。 

 

９ その他 

（１）前項までの条件が満たされない場合、一部の事業費を対象の経費と認めず、減額す

る場合がある。 

（２）４に掲げる事業の実施方法については、県と協議の上、決定するものとする。 

（３）この仕様書に定めのない事項及び仕様書に関して疑義が生じたときは、その都度協

議するものとする。 

 



 

（参考） 

「信州で暮らす、働くフェア」の概要 

 

１ 目的  

田舎暮らし「楽園信州」推進協議会の会員市町村、民間団体との連携によって、大

規模な移住フェアを開催し、地方での生活を検討している首都圏在住者へアプローチ

する。 

同フェアを通じ、県内の「暮らし」と「仕事」を紹介するとともに、様々な地域の

魅力を発信することで、移住・交流人口やつながり人口の創出、拡大を図る。 

     

２ 内容  

 「暮らし×仕事」をテーマとし、移住と就労に関する以下のプログラムを実施する。 

・市町村等のブース出展による移住相談（暮らしや支援制度の紹介） 

・産業分野別就業相談（仕事） 

・先輩移住者等によるトークライブ（セミナー） 

  ・資料、パネル等による移住関連情報の提供 

 

 ※令和２年度より、新型コロナウイルス感染症対策の観点から、オンライン開催のほか、

現地開催とオンラインを組み合わせた開催方式（ハイブリッド方式）を採用 

 

３ 開催実績  

年

度 
日程 

会場 

（ホール名） 
出展者数 

来場 

組数 

来場 

人数 

H30 平成 30 年７月８日（日） 
東京交通会館 

カトレアサロン A 

37 

（26 市町村・12 団体） 
285 413 

R 元 令和元年７月６日（土） 
東京交通会館 

カトレアサロン A 

46 

（32 市町村・14 団体） 
201 321 

R2 
令和３年１月 30日（土）、

31 日（日） 
オンライン 

38 

（27 市町村・11 団体） 
324 364 

R3 令和３年 11月 20日（土） 

東京交通会館 

カトレアサロン A 

（一部オンライン） 

35 

（23 市町村・12 団体） 
128 191 

R4 令和４年７月 23 日（土） 

東京交通会館 

ダイヤモンドホール 

（一部オンライン） 

54 

（32 市町村・22 団体） 
297 402 

R5 令和５年７月 22 日（土） 

東京交通会館 

ダイヤモンドホール 

・カトレアサロン A 

92 

（43 市町村・19 団

体・企業 30 社） 

353 495 

＜参考＞（会場） 東京交通会館（東京都千代田区有楽町２－１０－１） 

12 階 ダイヤモンドホール及びカトレアサロンＡ 



 

（主催）長野県、田舎暮らし「楽園信州」推進協議会 

    （共催）認定 NPO 法人 ふるさと回帰支援センター 

 

（参考）フェアの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜市町村相談ブース＞               ＜産業分野別就業相談＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜トークライブ＞                     ＜企業等相談ブース＞ 

 

４ Ｒ６年度予定  

これまでの市町村、産業分野別団体に加え、県内企業がブース出展し、「暮らしと仕

事」に係る相談をワンストップで対応することで、県内移住者の増加と県内企業の人手

不足解消を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

開催日時：７月 13 日(土) 

出展者等：市町村 40、関係団体 20、県内企業 30 社程度 

開催場所：東京交通会館 カトレアサロンＡ・ダイヤモンドホール（２ホール使用） 

＜開催イメージ＞ 

 


